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児がんサバイバーで 23.5 歳（18-31）、小児がん患者の遺族で 37.5 歳（32-55）、小児がん医療者
で 39.5 歳（25-67）であった。対象者のがん種は、小児がんサバイバー、小児がん患者の遺族と
もに白血病が 50％、次いで脳腫瘍が 20％であった。小児がんサバイバーの発症年齢の中央値は
9.5 歳（6-14）、小児がん患者の遺族で 7 歳（0.8-11）であった。本結果では、小児がん患者に特
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論文審査の結果の要旨 












がんサバイバーで 23.5 歳（18-31）、小児がん患者の遺族で 37.5 歳（32-55）、小児がん医療者で
39.5 歳（25-67）であった。対象者のがん種は、小児がんサバイバー、小児がん患者の遺族ともに白
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